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研究要旨

医療用 AI の研究プロジェクトを進めるうえで、研究の多様性を高める人材育成

が求められている。そこで、わが国の歯科保健医療の分野における人工知能 (AI)
研究の動向について文献レビューと情報収集を行った。また、その結果を踏まえ、

歯科における人材育成の方向性について検討した。

医中誌において論文タイトルに「歯科」が含まれる AI に関連した文献を検索し

たところ、71 件がヒットした。その内訳をみると歯科学生向けの患者教育用ロボ

ットの開発に関するものが圧倒的に多かった。全般的に研究の進展は低調であり、

業界としての関心度合いの目安となる業界誌での扱いも少なかった。しかしながら、

ネット検索では、音声認識技術など歯科に応用可能な技術が認められた。

こうした状況を前進させる人材育成に向けた取り組みとして、まずは歯科関係者

側に対する AI 教育の適切なプログラムが求められる。また、AI 活用が有用と考え

られる課題を見出すと共に、AI 専門家と歯科関係者が相互交流できる機会の構築

が有益と考えられた。

Ａ．研究目的

人工知能(Artificial Intelligence、以下、

AI)は、20 世紀半ばに初めてその名称が用

いられて以来、ブームと冬の時代を繰り返

し、現在、第 3 次ブームを迎えているとい

われている 1)。

保健医療の分野では、厚生労働省の懇談

会 2)により、人工知能(AI)を利用した病気

の診断や医薬品開発の支援、患者の遺伝情

報に応じたゲノム医療など 6 分野を重点

領域として選定した。しかし、奥村 3)は、

こうした状況について、論文作成が進みや

すい分野や民間投資がビジネスとして成

り立つ分野に限定されがちであり、公益性

が高くても論文になりにくかったり収益

が望めない分野については過小投資にな

りがちである点を指摘している。

今後、分野の健全な発展に向けては、現

状の施策の「穴」を補う試みが求められる。

そこで、本研究班では、医療用 AI の研究

プロジェクトを進めるうえで制約となる

三種の人材育成として、①医療用 AI の研

究開発や導入の意志決定に関与する人材

育成、②研究の多様性を高める人材育成、

③研究の生産性を高める人材育成、を目的

とした。そのなかで、本分担研究は、②の

研究の多様性を高める人材育成の一環と

して、歯科を対象とした AI 人材の育成を

目的とした。

歯科の産業規模を金額的にみると、国民

医療費統計 4)における歯科医療費 2 兆

8294 億円に自費診療分 5)が加わった年間

3 兆円余の規模であり、就労者数は歯科医

療が供給される主たる場である歯科診療

所の勤務者 (歯科医師、歯科衛生士、歯科

技工士、診療補助者、事務職など)は約 30
万人 6)である。
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本研究分担では、まず、こうした状況に

ある歯科の業界(以下、歯科界と称す)にお

いてなされてきた AI に関する研究・利用

について、文献検索とネット検索を行い概

観する。そのうえで、簡単な現況調査を行

い、歯科界における AI 活用に関する人材

育成について考察する。これにより、AI
活用の多様性向上の一端を担う意義が期

待される。

Ｂ．研究方法

1．文献検索

本分担報告では国内の動向を把握する

ことを目的としていることから、医中誌を

用い、「歯科」に関する文献で、タイトル

または要約中に「人工知能」の文言が含ま

れている文献を検索した。検索式は以下の

通りである。

 (人工知能/TH or 人工知能/AL)

and 歯科/TI

また、歯科の業界誌における取り上げ方

をみると業界としての注目度を大まかに

把握できると考え、代表的な歯科業界誌で

ある 5 誌(歯界展望、日本歯科評論、The
Quintessence、デンタルダイヤモンド、ア

ポロニア)における掲載状況を確認した。

2．ネット検索

Google を用いて「歯科 AI」ないし「歯

科 人工知能」による検索を行った。

3．その他

2018 年 3 月 9 日に開催された歯科と AI
に関するシンポジウム、「ソーシャル・ス

マートデンタルホスピタル  キックオフシ

ンポジウム」（図 1）7)に参加し、当該分野

の現状を視察した。

Ｃ．研究結果

1．文献検索

医中誌における検索式「(人工知能/TH or

人工知能/AL) and 歯科/TI」では計 71 件が

ヒットし、内容を歯科の分野別に分類した

ところ、内容的に AI とは言えないものが 7

件あり、残る 65 件の内訳は以下の通りで

あった。

　・ロボット(学生教育用の患者ロボット )

に関するもの：44 件

　・画像診断に関するもの：8 件

　・エキスパートシステム（歯科補綴関

連）：4 件

　・歯科技工（CAD/CAM）関連：3 件

　・AI 全般：2 件

　・診療録関連：2 件

　・アポイントシステム：1 件

上述のように、ロボットに関するものが

半数以上と圧倒的多数を占めた。これらは

大学における歯科学生への教育に用いる患

者ロボットに関するもの 8-11)である。

画像診断に関するものは、大学病院にお

ける歯科矯正治療 12)や嚢胞 13)の自動診断

に関するものや遺体身元判定を目的とした

X 線写真からの歯の自動記録に向けた基礎

的研究などであった。

エキスパートシステムに関する文献

14,15)は、いずれも歯科補綴学の分野に関す

るもので、いずれも第五世代コンピュータ

1)が注目を集めた時期に出されたものであ

った。

歯科技工については新たなデジタル技術

が歯科技工に及ぼす影響に関する解説 16)

などであった。

AI 全般に関する文献は、社会の動向を簡

潔に述べる短い内容のもの 17,18)であった。
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次に、代表的な歯科業界誌 5 誌(歯界展望、

日本歯科評論、The Quintessence、デンタ

ルダイヤモンド、アポロニア)のうち、「人

工知能」に関する記事があったのは 3 誌(日

本歯科評論、The Quintessence、デンタル

ダイヤモンド )のみで、このうち、 The

Quintessence、デンタルダイヤモンドでは

10 年以上前の論文のみで、ここ 10 年間で

掲載されたのは日本歯科評論 17,18) のみ

であった。

2．ネット検索

Google で「AI 歯科」と検索すると検索

上位を狙って命名した歯科医院などがヒッ

トするため、「人工知能　歯科」で検索した

ところ、以下のようなサイトがヒットした

(上位 20 件)。

・ 大阪大学における取り組み (後述)

・ 歯科用 CAD プログラム (業者)

・ 歯科予約管理システム (業者)

・ AI を活用している歯科医院　等々

　上記以外では音声入力アプリ開発による

衣類採寸業務が効率化したこと 19)を報じ

るニュースサイトへの Twitter によるレス

ポンスとして歯科健診における活用可能性

を予測・期待する声があった 20)。

　また、MR(Mixed Reality：複合現実)の

応用による歯科治療シミュレーションシス

テムのサイトも注目された 21)。

3．その他

2018 年 3 月 9 日に大阪大学にて行われた

「ソーシャル・スマートデンタルホスピタ

ル  キックオフシンポジウム」（図 1）7)に

おいて発表された歯科の取り組みは、以下

の通りであった。

・ 矯正歯科治療における機械学習と臨

床への応用

・ 人工知能を用いた、口内炎と口腔がん

の鑑別診断システムの開発

・ データ同化技術を用いた歯の喪失シ

ミュレーション

図 1．大阪大学歯学部附属病院が主催した

シンポジウムのポスター

Ｄ．考察

わが国における歯科の AI 研究について

医中誌により文献レビューを行ったとこ

ろ、我が国で最も早期に開始された歯科の

AI 研究は、歯科補綴の分野において義歯

の設計に関するエキスパートシステム構

築等に関するものであった 1)。この頃は第

5 世代コンピュータがもてはやされた第 2
期 AI ブームの時期であった。その後のわ

が国における AI 研究は、学生教育用の患

者ロボットに関するものが突出して多く、

画像診断に関する研究がこれに続いてい

た。PubMed による世界の動向に関する文

献レビュー結果と比較すると、歯科学生向

33



け患者教育用ロボットに関する研究が多

いのは我が国の特徴であり、対外的な評価

も高い 22)。他方、研究の幅でみると、我

が国の研究は海外の取り組み状況に比べ

ると、分野が比較的限定されてきたといえ

る。

参考のため PubMed を用い、医中誌の

検索式と同様、下記の検索を行った。

　　((dentistry[ti])or(dental[ti])) and

(artificial intelligence)

その結果、112 件がヒットしたが、内容

的には医中誌による検索結果よりも研究

の幅は広く、患者教育用ロボットに偏った

ものではなかった。医中誌による検索結果

と比較すると、医中誌で最も多かったロボ

ットに関するものは PubMed 検索ヒット

件数(112)の 1 割強と、過半数を超えてい

た医中誌に比べると割合が少なかった。医

中誌検索でロボットに次いでヒット件数

が多かった(a) 画像診断関連、(b) エキス

パートシステム、(c)歯科技工(CAD/CAM)
の PubMed 検索におけるヒット件数はい

ずれも全ヒット件数の 1 割前後であり、画

像診断関連と歯科技工(CAD/CAM)では医

中誌検索結果と類似していたが、エキスパ

ートシステムでは PubMed 検索における

ヒット割合が高かった。また、全般的にみ

て PubMed 検索では歯科臨床における診

断に関連するものが多かったが、内容的に

は多様であった。

AI と歯科に関する国内外の文献検索結

果を比較すると、歯科学生教育用患者ロボ

ットの開発に関する研究が多かった我が

国に対し、海外での取り組みは多様と言え

る。PubMed と医中誌では文献の分類基準

が同一と考えにくい面があり、今回行った

ような単純な検索結果から類推できる内

容には限界があるが、それを踏まえても上

述した違いは際立っていた。

以上を総括すると、わが国の歯科分野に

おける AI の研究動向の現状は、満足のい

くレベルにはほど遠いと言える。歯科界と

しての関心度合いについては、歯科の業界

誌における取り扱いが 1 つの目安になる

が、扱いそのものが少なく、業界としての

関心の低さとみることができる。

一方、歯科分野における AI 活用のニー

ズについて考えてみると、歯科医院でのニ

ーズは決して低くなく、既に予約システム

など商品化が進んでいるものもあるが、こ

れらは民間市場ベースでの対応が主と考

えられるが、学会を中心とした研究ベース

での取り組みの進展も重要と考えられる。

AI の研究開発は、投資金額の規模とし

て公的研究費よりも民間動向に依るとこ

ろが大きいが、反面、電化製品のように、

ほぼ全面的に民間企業に委ねる性質のも

のとは必ずしも言えない面も有している

と考えられる。もしそうであれば、今後、

AI が今後、社会の各層に浸透していく状

況を踏まえると、これに対応できる人材育

成を行う必要性は意外と高い可能性があ

る。とくに学会などの公的側面も有してい

る団体の果たす役割としては、その団体の

専門領域において AI 活用のメリットを見

出すことが重要と考えられる。

とくに歯科の分野においては、AI その

ものに詳しい人材は数少ない現状にある

と思われるので、まずは AI の基本的なと

ころや他分野での活用例などを学び、周囲

に AI 活用が期待できるものがあるかどう

かを検討することが肝要であろう。

近年、幼児が歯ブラシを加えたまま転倒

した際の事故が問題視されるようになっ

たが、幼児用の柔らかな材質の歯ブラシが

開発されたが、これなどは子どもの事故に

関するデータベースが構築されたことが

契機になったとのことであり 23)、参考に

すべきと思われる。

近年、音声認識の技術が進み、衣料の裁

断を行う民間企業では採寸した数値を音

声入力できるようになり、業務効率が上が

ったことが NHK のニュースによって報じ

られたが、このニュースに対して歯科での

応用が可能であることを示唆したツイー

トがある 20)。
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歯科における音声入力は既に臨床の場

における診療室限定のシステムが販売さ

れているが、歯科健診は診療室だけでなく

乳幼児や園児・学童・生徒や成人に対して

診療室の外でも様々な形で行われている

ので、汎用性の高い音声入力が可能になれ

ば多くの歯科医師から歓迎されると思わ

れる。

Ｅ．結論

わが国の歯科保健医療の分野における

AI 研究の動向について文献レビューを行

ったところ、歯科学生向けの患者教育用ロ

ボットの開発に関するものが多かった。全

般的に、歯科用 AI 研究の進展は低調であ

り、業界としての関心度合いも低かった。

この結果を踏まえて、歯科保健医療の分

野における人材育成のあり方について検

討を行った。今後、AI 導入について技術

的検討が必要になると思われるが、歯科関

係の職種で、これに対応できる人材は希少

であり、AI に関して専門性の高い人材の

関与が必須となる。そこで、これら AI 人

材と歯科人材とが研究交流できる機会を

どのように設けるかが課題となると考え

られる。その一助として、歯科側からの情

報発信は不可欠であり、今後、当事者が求

めていること、或いは現状をありのまま伝

える手段が必要と思われる。

次年度は、学会等の関係者にアプローチ

し、様々な意見聴取を行い、それを AI 技

術として実現を図っていくにはどのよう

にやり方が有用なのかを検討してみたい。
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